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令和５年の労働災害発生状況（12月末現在速報値）
※詳細は別掲資料参照。コロナ感染による災害件数を除きます

死亡災害４件（前年比▲2） 死傷災害359件（同▲33件8.4%）

●全体的に昨年より減少傾向にある中、運輸交通業では災害が約２割増加し、農林
業では災害が倍増している

●転倒災害は、前年と比較して２割以上の大幅な減少となっている

建設現場で死亡災害 マンション3階ベランダから墜落
いわき市内で、作業員がマンションの3階ベランダにおいて作業中に

墜落し、死亡するという災害が発生しました。
被災者は、ベランダの天井部に物干し用具を取り付け

る作業中、何らかの理由によりベランダの柵を越え、墜
落したものです。

速報

トラック荷台から墜落
いわき市内で、作業中に４ｔトラックの荷台から墜落して重傷を負う

という災害が発生しました。
被災者は、荷の積込み完了後、積荷上で、積荷に

シートをかける作業中、何らかの理由で荷台から地
上に墜落し、頭部を強打したものです。

速報

●荷積み、荷卸し作業を行うときは、墜落時に頭部を守るため「墜落時保
護用」の保護帽を着用しましょう。（従来、最大積載荷重5t以上の貨物自
動車に課せられていた、保護帽の着用義務は、最大積載荷重2t以上5t未満
の一定の車両にまで拡大されています。）
●荷主等が管理する施設において荷台における荷役作業を行う場合は、で
きるだけ施設側に親綱等の墜落制止用器具取付設備を設置してください。

イメージ図
（職場のあんぜんサイト
から引用）

●墜落による危険がある箇所で囲い等を設けることが困難な時には、
墜落防止用のネットの設置や、墜落制止用器具の使用等の墜落防止
措置を取りましょう。
●高所で作業を行う場合は、墜落時に頭部を守るため「墜落時保護
用」の保護帽を着用しましょう。

イメージ図
（職場のあんぜんサイト
から引用）

注意！墜落災害が発生しています

https://jsite.mhlw.go.jp/fukushima-roudoukyoku/content/contents/07_mw2023_A4_japan_fukushima.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001140680.pdf
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/

